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野菜の需給構造をみると，国内生産が約 8 割，輸入が約 2

割である。平成 27 年の野菜の国内産出額は我が国の農業産出

額 8 兆 7,979 億円の 27％を占め，畜産に次ぐ。統計で生産量

等が把握されている野菜は約 100 品目あるが，トマトやいち

ごなど上位 10 品目で産出額の 6 割程度を占め，また，上位

10 道県が産出額の約 5 割強を占める。

平成 27 年の野菜の生産動向を平成 17

年と比較すると，販売農家数 37 万戸は

23％減と担い手が減少し，作付面積 40.8

万 ha は 9％減と若干減少するなか，生産

量 1,191 万トンは 0.5％減とほぼ横ばい

で，産出額 2 兆 3,916 億円は 117％の増

と健闘している。販売農家のうち，野菜

部門における主業農家の割合は 37％と，

水稲の 18％に比べ高く，農業粗収益では

76％と比率が一段と高くなる。

輸入野菜のうち生鮮品と加工品の割合

は 27：73 の割合であるが，生鮮品では

たまねぎが 41％（中国産 8 割），かぼちゃ 12％（ニュージー

ランド産 5 割），にんじん 9％（中国産 9 割），ねぎ７％（中国

産 10 割），ごぼう 5％（中国産 9 割）。加工品ではトマトピュー

レ，ジュース等が 38％（中国産 2 割），ニンジンジュースが

13％（アメリカ産 6 割），スイートコーン冷凍，缶詰が 11％（ア

メリカ産 5 割）となっている。　　　　　　　　　　　（K.O）

野菜の産出額　統計データから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「農林水産省　野菜をめぐる情勢　平成 29 年 6 月」を参考　　

順位 主な産地+D2:D12

1 トマト 2,434 熊本，北海道，愛知 北海道 2,224

2 いちご 1,700 栃木，福岡，熊本 茨城 1,890

3 ねぎ 1,555 千葉，埼玉，茨城 千葉 1,749

4 きゅうり 1,482 宮崎，群馬，埼玉 熊本 1,273

5 キャベツ 1,136 群馬，愛知，千葉 群馬 1,035

6 たまねぎ 1,077 北海道，佐賀，兵庫 愛知 1,012

7 ほうれんそう 1,016 千葉，埼玉，群馬 埼玉 1,003

8 だいこん 994 北海道，千葉，青森 長野 889

9 レタス 981 長野，茨城，兵庫 栃木 883

10 なす 885 高知，熊本，群馬 福岡 801

品目別の産出額（億円）
都道府県別の野菜の産出額

（億円）
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かのチャールズ・ダーウィンは，植物学者としても優れた
業績を残している。これまで本稿でも，ランやつる植物の研
究を紹介してきた。前者はランの受粉に関する研究であり，
後者は “植物の運動 ”に関する研究だった。植物の運動と
いう観点でダーウィンが注目したもう一つの対象が食虫植物
だった。『種の起源』を出版した翌年，1860 年の夏，イン
グランド南東部に位置するサセックス州のヒースの荒れ野を
訪れたダーウィンは，モウセンゴケを観察する機会を得た。
そして思いのほかたくさんの虫がトラップされていることに
驚いた。
その年の 11 月 24 日，尊敬する地質学者ライエルに宛て
た手紙の中で，売れ行き好調で第 3版出版に向けた『種の
起源』の改定作業を急ぐよう，出版社から急かされていると
書く中で，次のようにも書いていた。「とはいえ，モウセン
ゴケの原稿を仕上げるつもりですし，その必要があります。
それには１週間ほどかかりそうです。目下は，世界中のどの
種の起源よりもモウセンゴケのことが気になっています。た
だし，モウセンゴケの出版は来年以降になるでしょう」
中途半端を嫌うダーウィンは，その後，各種食虫植物を栽
培して研究に励み，その集大成として 450 ページ余りの著

書『食虫植物』の出版にこぎつけたのは 1875 年のことだっ
た。ダーウィンが 50年あまりにわたって居住し，研究の場
ともなった住居ダウンハウスを訪れると，再現された温室（図
-1）の一画で，ダーウィンゆかりの食虫植物が今も栽培され
ている（図 -2）。
食虫植物は，被子植物の，イネ目，カタバミ目，ナデシコ
目，ツツジ目，シソ目という 5つの異なった目で進化して
いる。したがって平行進化の例と見なせるが，その目的は共
通しているといってよいだろう。すなわち，貧栄養の環境で
生息するために，虫食によってリンや窒素といった養分の不
足を補っているのだ。
基礎生物学研究所の長谷部光泰さんと福島健児さんは、北
アメリカに分布し、栽培植物としても人気のある食虫植物サ
ラセニア（図 -3）の捕食葉のでき方を研究した。サラセニ
アは、細長い袋状の捕食葉を伸ばす。その形状が、酒をつぐ
古式豊かな細長い容器「甁子（へいし）」に似ていることから、
甁子草という和名もある。サラセニアの捕食葉の成長様式を
調べたところ、葉の先端側の細胞では横方向の分裂が起きる
のに対し、葉の付け根部分の細胞は先端側とは直交する方向
への分裂が起きていた。その結果、葉全体では歪みが生じ、

連載・道草

緑のトラップ第10回
渡辺　政隆

筑波大学教授
サイエンスライター

図 -1　ダウンハウスに再現された温室 図 -2　温室内では食虫植物が今も栽培されている
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袋状を呈することになるらしいことがわかったという。細胞
分裂の方向性を変えるだけで、大きな形態的な変化を引き起
こしていたのだ。系統の異なる 3目に属する 4種類の食虫
植物で，トラップした虫を消化するための酵素を調べた。す
ると，もともとは同じ病害抵抗性遺伝子を転用している例が
多数見つかった。その一例は，真菌の細胞壁に含まれるキチ
ンを破壊するキチナーゼである。昆虫などの節足動物の外皮
はタンパク質がタンニングしたクチクラでできている。クチ
クラの主成分がキチンである。つまり別の目的で進化した適
応を転用しているのだ。これぞまさに，進化はプリコラージュ
（器用仕事）と喝破した先人の先見の明を地で行っている好
例ではないか。進化学の用語ではこれを外適応という。つま
り，たいがいの進化はゼロからの出発ではない。既存の部品
にその都度手を入れて工夫する間に合わせ仕事なのだ。
ただし，自然はいつだってわれわれの意表を突く。先頃，
植物にも「意志」あるいは「意識」があることを謳った本が
話題になった。しかしそれは，植物は動物よりも機械的な生
きものだという先入観を前提としているからこその，「新し
い見方」だった。なのでぼく自身は，それほど評価しなかっ
た。逆に，動物の行動も，環境に対する機械的な反応である
部分が多い。つまりわれわれは，植物を過小評価しすぎる一
方で，動物を過大評価しすぎているのである。そこで植物の
仰天の行動を紹介しよう。
これは 2015 年に発表された研究である。合衆国のノース
カロライナとサウスカロライナの湿地に自生するハエトリグ
サ（図 -3）の驚異の行動が確認されたのだ。

思い出してみよう。食虫植物が食虫性を進化させたのは貧
栄養への適応のためだった。ならば，苦労の末に獲得した養
分の無駄遣いはゆるされない。風や何かの小片がトラップに
触れるたびにトラップを閉じたり，消化液を分泌していたの
では無駄が多すぎる。そこで件のハエトリグサはどうしたか。
数を数えることにしたのだ！
具体的にはこうだ。トラップは，センサーである繊毛が
20 秒以内に 2回刺激されたときしか閉じない。しかも閉じ
ただけでは消化液は分泌されない。消化液の分泌には 3回
目の刺激が必要なのだ。そしてさらに，分泌量も調整される。
センサーが刺激された回数に応じた量の消化酵素しか分泌さ
れないのだ。
機械的といえば機械的な反応である。しかし，それ以上の
狡知を巡らせる必要があるだろうか。虫を感知するのは物理
的な刺激だ。ただし，それだけでは無機的な物体が触れただ
けかもしれない。生きている虫ならば，刺激は 1回では終
わらないはずである。いつまでもへたばらない獲物に対して
は消化液を追加する。それだけ大きい獲物なのだろうから，
元は取れるはずだ。こうしたことを勘定に入れるだけで，最
小限の仕組みでうまくいく。まさにびっくり仰天じゃないか。
袋状のトラップに消化液を湛え，獲物の落下をうながすウ
ツボカズラ。虫にとっては底なし沼の恐怖にも通じる罠だ。
しかし，その消化液の中で繁殖する昆虫やカエルもいるとい
う。なんともまあとしか言いようのない世界だ。この世界の
片隅では，多様な命が息づいている。その事実の一端に触れ
て，謙虚にならない人を，ぼくは信じられない。

図 -4　ウォルコットによるハエトリグサの葉。

図 -3　メアリー・ウォルコットによるハエトリグサの葉。

図 -3　�合衆国の植物画家メアリー・ヴォー・ウォルコット(1860-1940)
が描いたラサセニア。夫はバージェス頁岩の発見者でスミソニア
ン協会の会長を務めたチャールズ・ウォルコット (1850-1927）


